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JEMPA加盟社での
特定原付ヘルメット着用の取組みについて



各社で取り組んでいるヘルメット着用促進の取り組み

・コラムなどを通じて、ヘルメット着用促進の情報発信を実施

ヘルメット着用の努力義務スタート！「自転車」「特定小型原動機付自転車」を安全に利用するために



・ヘルメットの同時販売を実施の他、ヘルメットをバイクに掛けるオプション提案など
ユーザーの利用シーンに寄り添った提案を実施
サイトの走行シーンはヘルメット着用写真を掲載

各社で取り組んでいるヘルメット着用促進の取り組み



・各所講演で、ヘルメット着用の必要性を案内するとともに、
 試乗会では、ヘルメットの着用を必ずして実施している

JEMPAで取り組んでいるヘルメット着用推進の取り組み
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JEMPA加盟社での
一般小型原付販売ガイドラインの取組みについて



販売ガイドランの取り組み

・購入者に対する車両区分の明示を実施



・ペダル付き電動バイクについての注意事項(原付に該当)と免許証の確認、
ナンバー取得と自賠責加入の確認を実施

販売ガイドランへの取り組み

現時点では、免許証の確認をメールなどで目視で確認を実施。（今後はアプリにて自動確認を検討中）
また、免許証確認後はこれまで通り、ナンバー取得と自賠責保険加入確認後に車体を発送しています。



販売ガイドランへの取り組み

・保安基準に適合した車体の販売を行い、不正改造防止に関する注意事項を掲載

JEMPAでは、加盟時に保安基準を満たした車両の販売を入会基準に設けており、保安基準車両チェックリストの運用
を実施しています。※特定原付は性能等確認制度が整ったのでこちらの取得をマストとしており、今後一般小型原付に
ついても、このチェックリストから性能等確認の取得に切り替えて運用を行う予定としています。



販売ガイドランへの取り組み

・店頭販売の場合にも、免許証確認の徹底の他
転売防止等の説明については書面を用いながら口頭で説明し、書面交付を行う。

（例）店頭でのペダル付き電動バイク販売の流れ

検討段階
・試乗申込書の記入
・免許証のコピーの徴収
・車両の操作方法説明
・交通ルールの案内

↓

購入時
・免許証の確認
・注意事項の口頭説明と書面交付
・ナンバー取得の案内（代行取得も可能）
・ナンバー取得後持参して自賠責手続きを店頭実施し
整備した車体にナンバーを取付け引き渡し（納車）

 電動バイク GFR-02 ご購入に際しての注意事項 

 

・ペダル付き電動バイクはアシスト自転車でありません。運転免許証が必要で運転の際は必携です。 

 

・ペダル付き原付は電源を切ってペダル走行する場合も一般原付の交通ルールで走行する必要があります。 

ただし、モビチェンを起動しナンバーを覆っているいるときは自転車の交通ルールでの走行が可能です。 

 

・無免許運転は 3 年以下の懲役または 50 万円以下の罰金となります。 

 

・運転免許を持っていない者にペダル付電動バイクを提供した場合は、提供した者も処罰されます。 

説明書面一部抜粋

販売店へのガイドライン案内の一部抜粋



・コラムなどを通じて、ペダル付き電動バイクが原付扱いであることや
購入時に確認することなど、消費者向けに情報発信

販売ガイドランへの取り組み



・イベント等での啓発活動の実施

販売ガイドランへの取り組み

イベント時に警察庁制作のリーフレットを配布しながら、
ペダル付き電動バイクの展示や、車両区分の違いによる比較を
わかりやすく展示するなどの啓発活動を積極的に実施しています。



まとめ

特定原付においては、
ヘルメット着用は努力義務ではあるが、特定原付販売時にセットで購入できる環境を整え、
販売代理店などへもセット販売提案を実施してもらうなどの取り組みを継続して実施。

ペダル付き電動バイクなどの一般小型原付においては、
販売時に運転免許証確認を徹底すると同時に、
消費者への情報提供を積極的に行い、無免許の者への転売防止や、保安基準を満たした
車両販売（一般小型原付の性能等確認取得）を行う。
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